
数学科授業案 
 

                                                 

 

１．単元名「４章 比例と反比例」 

      

２．単元の目標 

 伴って変わる 2つの数量及びその関係に着目し，表，式，グラフを用いて考察し，表現する活動を通して，
関数関係の意味や比例，反比例の関係について理解するとともに，事象の変化の仕方や対応の特徴を見いだ
したり，未知の値を予測したりすることができる。 

      

３．単元観・生徒観・指導観 

 本単元についての学習の意義は，小学校算数科での学習の上に立ち，数の範囲を負の数まで拡張し，文字
を用いた式と関連付けて関数の概念を理解できるようにすることである。特に，中学校数学科では，具体的
な事象の中から 2 つの数量を取り出し，それらの変化や対応を調べることを通して，比例，反比例の関係を
見いだし考察し表現する力を徐々に高めていくことが大切である。授業学級である 1 年 B 組は，4 月に行っ
た教研式観点別到達度学力検査において，「数学的な見方や考え方」の観点の得点率が 57.5％と他観点（80％
前後）と比べて低い結果であった。特に，「比例の事象について考察する問題」の得点率は 52％，「反比例の
事象について考察する問題」の得点率は 48％（関数領域の平均得点率は 70.7％）であり，比例や反比例の事
象について考えることを苦手としている生徒が多いこともうかがえる。そこで，本単元の指導では，「日常生
活における問題の解決に数学を活用できるようにすること」，「数学的に表現したことを事象に即して解釈す
ることができるようにすること」，「問題解決のために数学を活用する方法を考え，説明できるようにするこ
と」に重点をおく。 

 

４．教科等横断的カリキュラム見取り表とのかかわり 

 「問題解決力・社会協働性」を育成するために，社会科や美術科と同様に，教科本質に迫る課題を見いだ
し，課題を自立的・協働的に解決する過程を重視した指導の日常化を目指す。 

             

５．単元を通して育むリーダーシップ・フォロアワーシップの資質・能力 

 本単元を通して育む「問題解決力・社会協働性」とは，関数関係や比例，反比例の関係についての課題解
決に向けた「集団思考」を通して，どの生徒も自らの学習状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤し
ながら，学ぼうとする態度である。 

      

６．評価規準 

主体的に学習に取り組む態度 思考・判断・表現 知識・技能 
 
ア 関数関係に着目し，その関係を表や
グラフなどで表したり，変化や対応の
様子を捉えたりしようとしている。 

イ 比例，反比例の関係に着目し，具体
的な事象の中から比例，反比例として
捉えられる 2 つの数量を見いだした
り，その関係を式で表したりしようと
している。 

ウ 比例，反比例の特徴に着目し，表，
式，グラフなどを用いて考えようとし
ている。 

エ 比例，反比例を用いて具体的な事象
を捉え，問題の解決に生かそうとして
いる。 

 
ア 具体的な事象の中にある 2つの数量
の関係を表した表や式などを基にし
て，変化や対応の様子を捉えることが
できる。 

イ 具体的な事象の中にある 2つの数量
の関係を，変化や対応の様子に着目し
て調べ，比例，反比例の関係として捉
えられる 2つの数量を見いだすことが
できる。 

ウ 比例，反比例の関係を表，式，グラ
フなどを用いて調べ，その特徴を見い
だすことができる。 

エ 具体的な事象から取り出した 2つの
数量の関係を，理想化したり単純化し
たりして比例，反比例とみなし，変化
や対応の様子を予測することができ
る。  

 
ア 関数関係や変数と変域の意味を理解
し，関数関係を，表や式などで表すこ
とができる。 

イ 比例，反比例の意味を理解し，比例，
反比例の関係を式で表すことができ
る。 

ウ 比例，反比例の特徴を理解し，比例，
反比例の関係を表，式，グラフなどで
表すことができる。 

エ 座標の意味を理解し，平面上の点を
座標を用いて表したり，座標を基にし
て平面上に点をとったりすることがで
きる。 

オ 具体的な事象の中には，比例，反比
例とみなすことで変化や対応の様子に
ついて調べたり，予測したりできるも
のがあることを理解し，比例，反比例
の関係を表，式，グラフを用いて表現
したり，処理したりすることができる。 

日 時 令和元年 10月 23日（水）      

生 徒 1年 B組 男子 17名 女子 16名 計 33名 

授業場 実習研修室                 

授業者 赤 本 純 基 



７．単元計画   

時
数 ○主な学習活動 

評価の観点 
学び合いの過程 手立て  

主 思 知 

1 

○具体的な事象の中にある 2 つの数量の関係について説明
する。 

 

 

 

 

 

 

 ア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙面の都合上，2 時間目

のみ抽出して示したが，

全時間手立てⅠ，手立て

Ⅱが位置付けられた授業

を実践する。 

2 

◯関数関係の意味を知り，従属変数が独立変数と関数関係
にあるものを弁別した理由を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア 

3 

○従属変数が独立変数と関数関係にあるかどうかについて
弁別したり，「◯◯は△△と関数である」という表現を口
述や記述したりする。 

 

 

 

 

 

 

ア  ア 

18 

◯シュレッダーで細かくされたコピー用紙のごみの重さと
A4のコピー用紙の枚数の関係を，理想化・単純化して捉
え，比例であるとみなして問題を解決する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オ 

19 

◯「伝言ゲーム」における人数とかかる時間の関係を，理
想化・単純化して捉え，比例であるとみなして問題を解
決する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ  

22 
◯単元末テスト    

 

 

特に，精選した発問の位 

置付けについて 

 

 

 

特に，数学的な見方・考 

え方の顕在化について 

手立てⅡ 

 

手立てⅠ 

問題 

 封筒から画用紙を引き出していくと，何が変わるだ
ろうか。 

問題  

Ａさんは 240ｇの郵便物を送ろう 

としています。ＡさんはＢさんが 

120ｇの郵便物を 205円で送ったと 

いうことを聞きました。Ａさんが 

送ろうとしている 240ｇの郵便物は 

いくらかかるだろうか。 

問題  

シュレッダーで細かくされたコピー用紙のごみがあ
ります。このごみは，A4のコピー用紙で何枚分になる
だろうか。 

問題  

フェスティバルの前日祭の生 

徒会企画で，全校生徒(304人)で 

「伝言ゲーム」をすることしま 

した。この企画に使える時間は， 

10分です。 

「伝言ゲーム」を 1回行うとき，何秒くらいかかる
だろうか。 

―問題解決後― 

 

◯もしも，郵便物が定形

外郵便物（規格内）で

重さが    g だった

ら，いくらかかるのか

な？ 

 

・80g→140円  

・90g→140円  

・100g→140円  

・510g→570円  

・1500g→取り扱われな

い 

◯何が決まると，料金が

決まるのかな？ 

 

・郵便物の重さが決まる

と料金が決まります。 

 

―中略― 

 

◯では，定形外郵便物（規

格内）の重さは料金の

関数といえるのかな？ 

 

 

・郵便物の料金が決まっ

ても，重さはただ 1 つ

に決まらないから重さ

は料金の関数とはいえ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
次のうち，ｙがｘの関数であるものはどちらだろう

か。 

  ア １辺の長さがｘ㎝の正方形の面積ｙ㎝２ 

  イ 縦の長さがｘ㎝の長方形の面積ｙ㎝２ 



８．本時案 
(1) 本時の目標 

「伝言ゲーム」における人数とかかる時間の関係を，理想化・単純化して捉え，比例であるとみなして「伝
言ゲーム」にかかる時間を予測することができる。（思考・判断・表現） 

(2) 本時の展開（１９／２２） 

学習活動   児童・生徒の姿 

○教師の働きかけ・発問，△補助発問，□指示・説明         手立て             

【 】評価の観点 

◇評価の内容，・指導上の留意点  
１ 問題の把握 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
◯予想しよう。 
   
２ 課題の明確化 
◯どのように確かめればよいのかな？ 
 
   
 
 
 
  

３ データの収集 

◯比例すると考えてよいかは，学級全員でかかる時間のデータだけで判断しても
よいのかな？ 

 
 
 
◯では，実際に人数を決めて「伝言ゲーム」をして，調べよう。 
 
 

 

４ 個人思考・集団思考 Ⅰ Ⅱ 

◯調べたデータを使って，人数と時間の関係を調べよう。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

５ 振り返り 

◯「伝言ゲーム」にかかる時間を予測するには，どんな考えを使ったのかな？ 
 
 
◯よりよい予測をするためには，どんな工夫をすればよさそうかな？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・問題について説明した後，「『伝言

ゲーム』を 1回行うとき，何秒く

らいかかるだろうか」と板書し，

問題を提示する。 

 

・比例関係についておさえた上で，

「本当にかかる時間は人数に比

例するのかな？」と問いかけ，課

題につなげる。 

 

・比例の意味について復習が必要な 

場合には，適宜復習を位置付ける。 

 

 

 

 

 

・「データを横に並べているんだ 

ね」，「点を打っているんだね」な 

どとつぶやきながら机間指導す 

る。 

・❶，❷の順に生徒の考えを取り上 

げる。❷の考えは無理に取り上げ 

ない。 

・直線のひき方の根拠を問う。 

・グラフから式を求めて，かかる時

間を求める考えを取り上げるこ

とも考えられる。 

 

 

 

 

 

・みなした数と実際のデータのずれ

の原因についても問う（理想化・

単純化）。 
 

 

❶表にまとめる 
 
 

・厳密な時間を求めようとしていないから，小数点以下は考えなくてもよい 

のではないか 0，6，12，17，24や 0，6，13，17，24など 

・データから比例とみなせそうだから，1 人あたり 1.75秒かかっていると考 

えて 1.75×304＝532 答.約 532秒（約 8分 52秒） 

                   

人数 x（人） 0 4 8 12 16 

時間 y（秒） 0 6.21 12.54 17.17 24.08 

 

・900秒 ・1000秒 など 

 

問題  
生徒会企画で，全校生徒(304人)で「伝言ゲーム」をすることしました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
「伝言ゲーム」を 1回行うとき，何秒くらいかかるだろうか。 

「伝言ゲーム」 
 
 
 
 

やり方 
①目を閉じて待つ 
②右の人に肩を叩かれたら，目を開き３文字の伝言を 
１回聞く 

③左の人の肩を叩き，３文字の伝言を１回伝える 
④静かに待つ 

課題 「伝言ゲーム」では，かかる時間は人数に比例すると考えてよいのかな？ 

「伝言ゲーム」について 
あるグループが一列になり，列
の先頭の人に，もととなる一定
の言葉を伝え，伝えられた人は
その言葉を次の人に耳うちし，
それを最後の人に伝えるまで繰
り返し，最後の人は自分が聞か
せてもらったと思う言葉を発表
し，元の言葉と発表された言葉
が一致するかどうか，またどの
程度違っているかを楽しむ遊び
である。 

 

・やってみる ・団全員はいま，集まれない  
・比例するから学級全員でやったのを何倍かする  
・競技時間は競技人数に比例するはず 
 

・何人かで実際にやってみて，時間がどのくらいかかるのか調べます。 

・やり方が違ったから，もう一度やってみよう  

・このデータだったら信頼できる    など 

◇「伝言ゲーム」にかかる時間は人

数に比例しているとみなして，「伝

言ゲーム」にかかる時間を予測し

ている。（観察，ノート） 

【思考・判断・表現】 

 

 
・データを何度かとって平均を求める ・実際に行う場所でデータをとる  
・「慣れ」を防ぐために，データをとる際に，同じ人数でも人を変える             

・時間が人数に比例するとみなして考えることで，予測することができました。              

❷グラフにまとめる（グラフは紙面の都合上省略） 


